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現 状

障がいのある方（児童）の通所に関する支援制度

〇重度障害者（児）自立支援金支給事業
　重度の障害により生活障害を有する者について、自立支援金を支給することによ
り、障害者の自立と社会参加の促進を図る。

〇障害者支援施設等通所費補助事業
　兵庫県内の障害者支援施設等の通所に要する経済的負担を軽減することにより、訓
練等を支援し社会参加の促進と自立支援に資するため、交通費を助成している。

〇心身障害児療育訓練等通所費補助事業
　心身障害児の療育訓練に要する経済的負担を軽減することにより、訓練を支援し、
社会復帰の促進と福祉の向上に資するため、療育訓練を行っている病院・特別支援学
校、児童発達支援を行っている施設の通所に要する交通費を助成。

課 題

　自立支援金の支給要件の一つである「施設等へ通所」と通所費補助の対象要件が重
複しているため制度の整理が必要。
　また、児童発達支援と同様に、児童福祉法で定められている放課後等デイサービス
事業が本事業の対象外となっているため、公平な支援を行う必要がある。

決 定 事 項

宍粟市障害者（児）通所支援事業の要綱を制定

【目　的】
　　障がい者の社会参加の促進や障がい児の療育訓練のための通所支援を行う

【対象者】
　・宍粟市在住で障害者支援施設等へ月5日以上通所している者
　・県内の病院及び特別支援学校で実施する療育訓練又は障がい児
　・通所支援事業所に通所している児童の保護者

【内　容】
　◎公共交通機関・自家用車の通所費用を助成
　 （児）医療型児童発達支援、放課後等デイサービスを新たに対象とする通所費
　　助成額の見直し
　
　◎（者）通所促進支援のため、通所加算を設定


